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　　　　　            「新鮮な体験」       
特定非営利活動法人 栃木DARC 

代表理事　栗坪千明 

栃木DARC News Letter

 12月に入っても冬本番とは言えない気
温が続いていますが、体調の崩しやすい
この季節いかがお過ごしでしょうか。 

 10月半ばからDARC関連のイベントが
多く、手分けしての出張が多い時期が続
いていましたが、12月に入り落ち着いて
きた感じです。師走は毎年恒例の餅つき
が行われます。ダルクだけではなく家族
会や更生保護女性会の方々などが参加さ
れます。二臼を使い一昨年までは90kを
ついていましたが、量が多いのではない
かと言うことで昨年は60kに減らしまし
たが、メンバーは不満だったようなの
で、今年はまた90kに戻すことになりま
した。かなりの量なので3時間ほどかか
りますが、皆でワイワイ楽しくやってい
ます。 

  話を戻して出張の中でもほとんどは会
場を借りてのイベントなので施設の方に
行くことは稀なのですが、新潟では家族
会での講演と一泊して次に日には新潟ダ
ルクにお邪魔するという流れがありまし
た。100年前の造り酒屋だったという大
きな建物を利用しており、大変趣のある
ものでした。清潔で犬や猫がりメンバー
の癒しになっていました。栃木でも犬は

飼っていますが動物は良い働きをしま
す。そうそうモモンガもたくさんいまし
た。利用者の置いていったものが繁殖し
たそうです。そんな経験をしてふと思っ
たのですが、行ったことのないダルクは
たくさんあるなと改めて思います。60以
上もあるので半分以上行ったことがあり
ません。それぞれ形態やカラーが千差万
別です。きっとうちにはないものがたく
さんあって新鮮な体験ができると思いま
す。出来うる限り近くに行った際には寄
らせてもらいたいですね。 

 私たちの回復支援には関係ないことなの
かもしれませんが、今月12日から大麻が
麻薬扱いとなり規制が厳しくなります。
おそらくは刑罰も重くなるだろうし、使
用罪もつくことから検挙者も増える可能
性が高いです。入口支援において対応が
変わることが予想されます。すぐに影響
が出るわけだはないと思いますが、想定
しておくことは必要ですね。 
 これから冬本番となりますが、皆様にお
かれましてもどうぞご自愛ください。 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。 
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。
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夏の残暑もいつの間にか収まり、あっ
という間に朝晩の気温は肌寒くなってま
いりましたが、皆様におかれましては、
気温の変化に伴い体調管理が大変難しい
季節だと思います。どうかご自愛くださ
い。 
　これだけ朝晩と日中の気温差がありま
すと紅葉もきれいに色づいてくると思い
ますが、寒がりの私にとってはこれから
の4,5か月は大変つらい季節になってまい
ります。 
　だんだん気温が低くなる為、身体を縮
こまらせているせいで、動きは鈍く、肩
こりも酷くなります。まだ、たいして寒く
ありませんが今から来春が待ち遠しい思
いです。 
　私が職員として採用して頂き、早くも一
年半が過ぎました。一年半の間には色々
なことがありました。良い事も悪い事
も、嬉しい事も悲しい事も沢山ありまし
た。どんな事も私の記憶に残っていま
す。」 
　もっとも忘れる事が出来ないのは。一
緒に卒業し一緒に職員として採用して頂い
たGさんと、私が勤務する2ｓｃの入寮者
だったⅯさんの事です。Ｍさんは、私が宿
直だった日に具合が悪くなり、救急車を
呼び病院に連れていき、入院させてあげら
れた事は良かった事だと思います。Ｇさん
とも私が仕事上、那珂川ＣＦに泊まった
次の日、仕事が早めに終わったので「帰
るよ、またネ」がＧさんと交わした最後
の言葉になってしまいました。兄のよう
に慕っていただけに、凄く残念です。ただ
亡くなってしまったから終わりではなく
忘れず覚えていてあげる事が、供養になり
仲間として大切な事だと思います。 

　話は変わりますが、職員になってから
の私にとって一番重要で大切な仕事を任
されました。それは、山口ダルクさんの
二周年フォーラムへの参加でした。今ま
では、ほぼ関東地方から出た事がない私
が、日本列島の西端の方まで、しかも
乗ったことのない新幹線でどのように
行ったらいいのか、切符は何処で買えば
いいのか、泊まるホテルは等、不安で一
杯というか不安しかありませんでした
が、職員仲間の手助けや助言に助けてい
ただき事なきを得ました。感謝です。無事
に山口県まで辿り着きフォーラムへも参
加することが出来て、大役を果たせ、
ホッとしたのを昨日の事のように思い出
します。 
　先月は、ハイキングで日光戦場ヶ原に行
き、今月は八王子ダルクさん主催のソフ
トボール大会がありました。朝向かう圏
央道で事故渋滞に巻き込まれ、間に合う
か肝を冷やしまいたが、何とか間に合う
ことが出来て良かったです。試合の方は、
二度のサヨナラ勝ち等を含め、選手の皆
さんの頑張りもあり、11チーム中4位と最
近では中々いい成績だったのでとても嬉
しく思いました。 
　実は、私の中には今も嫌な言葉が残っ
ています。昨年の某大会での事、相手さん
が私が栃木ダルクの引率職員とは知らず、
悪気無く話したのだと思いますが、その
時の言葉が「栃木ダルクは安定のビリ
だ」と言っていて、その場にいた私は悔し
いやら恥ずかしいやら情けないやらで、
その場を離れた事があったので、今回の
ソフトボールの4位は残念ではあります
が、大健闘だと思うし凄く嬉しかったで
す。 

「喜怒哀楽」 
                                                        栃木DARC ２nd Stage Center      　

生活支援員　石崎　力 
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3rd Stage 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

 皆さんこんにちわ。薬物依存症のツネです。 
さて、ニュースレターを書くのは六度目となりま
すが、自分がダルクに繋がったのは、覚せい剤で
パクられて前回から10年が経っていたので、裁判
で懲役2年執行猶予5年、保護観察5年の有罪判決
となり、社会に復帰しましたが、また薬を使って
しまい体調を崩してしまい病院に入ることになり
ました。その病院の先生からダルクを紹介しても
らい、そこで薬物の治療をしてみませんかと言わ
れて、半信半疑でダルクに来ました。 

 ダルクで治療を受け始めてから5年の月日が経ち
ましたが、最初の1年は具合が悪くてプログラム
を受けていても、なにがなんだか分からずじまい
でした。2年が経つと段々とプログラムを真剣に
取り組むことができ、回復していくような感じが
してきました。 

 ステージ1を終えて、ステージ２になってから、
ステージアップで農作業を中心とした施設の那珂
川コミュニティーファームへの移動となり、そこ
で初めて農作業プログラムを知る事となりまし
た。ここでのプログラムを真面目に受けはじめる
と、まず忍耐力が付き、みるみるうちに体調も良
くなりはじめました。コミュニティーファームで
の生活が2年8か月を過ぎた頃に、ステージアップ
で宇都宮のサードステージセンターへの移動とな
り、今現在サードステージセンターで、プログラ
ムを真剣に取り組んでいます。 

 さて、話は変わりますが、自分の生い立ちを書
いてみます。自分はガキの頃からどうしようもな
い悪ガキでした。16歳の時に暴走族に入り、17
歳になってから準構成員として組織に入りまし
た。そこで覚せい剤を覚えてしまい、刑務所に4
回も入ることになりました。本当にどうしようも
ない自分でした。今思えば、やりたい事をやりっ
ぱなしの人生でした。今は、ダルクでスタッフを
やらせてもらっていますが、昔の生き方がたまに
出てしまい困る事も多々ありますが、昔のことは
忘れて今現在の事だけを真面目に考えて、頑張っ
てやりぬく事に取り組んでいます。ダルクでの生

活は、本当に難しいですが、スタッフとしてやる
ことはきっちりとやる事に専念しています。この
施設に来てから5年の月日が経ちますが、今、自
分がやることはとりあえずはまずは回復のことを
考えて、前向きに生活していくことや、卒業して
からの事を少しづつ考えていくことを十分に考え
て、社会に出てから二度と覚せい剤には手を出さ
ずに生活することを頭の中に入れておくことが、
今の自分がやらなくてはならないことだと思って
います。自分がなぜここまで頑張れるのかという
と、今度こそ本当に覚せい剤をやめることが出来
そうな気持ちになっているからです。今まで覚せ
い剤のせいで本当にテキトーな生活を送ってきた
ので、これからは歳も歳なので一からやり直すつ
もりで粉骨砕身、もう一度頑張っていきたいと
思っています。このニュースレターを見てくれて
いる人のなかで、4回も刑務所に入っているヤツ
がシャブをやめられるわけがないじゃないか、と
思う人もいるとは思いますが、これは自分の真剣
な一世一代の勝負となるので、皆様、自分が覚せ
い剤をやめることを応援して頂けると本当にうれ
しいです。今後は、社会で自分のことを待ってく
れている人を裏切ることなく、施設生活を間違え
ないように、クリーンで卒業を目指します。とこ
ろで、先日八王子で行われたソフトボール大会
で、我が栃木ダルクは4位でしたが、今までのダ
ルク生活の中で上位に入ったのが初めてのことな
のでとても嬉しかったです。 

 このニュースレターが出るころには、寒さも一段
と厳しくなることと思いますが、皆様におかれま
してはお身体には十分気を付けて生活されますこ
とと、一日でも早く社会に戻って、クリーンで過
ごされることを願っています。 

 最後になりますが、他施設の皆々様方、
また様々なイベントなどでお会い出来ることを楽
しみにしています。お互いにステキでクリーンな
未来を目指して頑張ってまいりましょう。 

  

　　「最近思うこと」    

依存症のツネ 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設
です。ファースト・セカ
ンド・サードの全過程
を同じ場所で過ごしな
がら、それぞれの回復
を進めていきます。女
性依存症者の多くは、
それまで生きてきた背
景に様々な問題を抱え
ています。生きるため
の道具だったアディク
ションを手放していく
とき、経験を共有し合
える仲間が小さな安心
感を積み重ねてくれま
す。その安心感が私た
ちを自己否定ではなく
自己受容という形に変
えてくれるのです。安全
を感じながら回復を進
めていくことができる
場所とプログラムを提
供すると共に、自分を
大切にする生き方を身
につけてくれるように
願いながらサポートを
続けていきます。 

「最近の私」 

                                                                            依存症のウタ

 　朝晩の冷え込みが強くなり山々の紅葉が鮮や
かになってきた今日この頃ですが、皆様の体調は
いかがでしょうか？ 
　三度目のニュースレターを書いています依存症
のウタです。 
　今PPの入寮者が激減していてニュースレターの
順番がまわってくるのが早く何を書いていいのか
頭を悩ませています。今私の心の中に強くあるの
は子ども達の事です。私には2人子どもがいま
す。お姉ちゃんと弟の仲良しの兄弟です。お姉
ちゃんは24歳で未婚の母になり今は母子寮で暮
らしています。出産の時も傍にいてあげられなく
て、子育ても不安がいっぱいあるだろうけど1人
で踏ん張ってるんだろうなと思うと胸が痛みま
す。私が逮捕されてからだから、もう6年も会っ
ていません。会いたいです。弟はお姉ちゃんが母
子寮に入るタイミングで行方不明になってしまい
ました。発達障害を抱えており、1人では中々生
活ができないんじゃないかな？と思うので、誰か
支援者の方が傍にいてくれる事を願っています。
私の頭の中には、泣き顔で「お母さ～ん」と言っ
ている姿が思い浮かびます。私は刑務所から出所
した後、更生保護施設で働きながら3ヶ月程暮ら
したのですが、その時このDARCに入寮する事を
決意しました。それが失敗だったんじゃないかな
と思う事が度々あります。あの時、DARCに入寮
しないで子ども達の元へ帰っていたら、子ども達
もそれだけ苦労しないですんだんじゃないかと思
うからです。そんな時は、「自分には回復が必要
なんだ」と言い聞かせます。言い聞かせて、言い
聞かせて、言い聞かせるのです。私の回復の方は
順調に進んでいます。少し前までは摂食の問題が
強く出てしまい、入院させてもらいましたが、今
ではもうすっかりとまではいかないけど、何とか
落ち着いています。今は就労の話が出ていて、
スーツを買ったり履歴書を書いたり、職務経歴書
を書いたりしています。職務経歴書を書くのがと
てもむずかしく職員の人に手伝ってもらっていま
す。いつも私達の目線に合わせてくれ優しくサ
ポートしてくれたり、時には厳しく叱ってくれま

す。いつも感謝の気持ちを持たなくてはいけない
なと思います。 
　最近の私は日曜日にベルモールへ買い物に行っ
てきました。いつもの日曜日は寝て過ごすのです
が、頑張って自転車をこいで行ったのですが、一
緒に行ったメンバーの自転車が突然動かなくな
り、ホームセンターにかけこみました。そこで潤
滑油を購入し、油を差してみたら直り無事に到着
することができました。一緒に行ったメンバーの
買い物に引きづり回され疲れてしまい私はソ
ファーで休んでいる時間が多かったです。帰り際
に温泉に寄ろうという事になり、温泉にも行って
きました。久しぶりのスーパー銭湯でしたが、や
はり子ども達の事を思い出しました。以前よく子
ども達とスーパー銭湯に行き、楽しんでいた事を
なつかしく思います。いつも車でお出掛けをして
いて楽しかったし、車で楽をしていたけど今は自
転車しかありません。今後も私が自立をしたとし
ても、車を乗り回すような生活はできないなと思
います。身の丈に合った生活をしなければなりま
せん。以前のような生活はできないけど、コツコ
ツと頑張って行こうと思います。まだまだ、私の
回復は足りないけど、一日一日を大切にし前進し
ていきたいと思っています。 
欲しいと言えない自分がいた気がします。今は少
しずつなりたい自分に近づけていると思っていま
す。それもたくさんの仲間や職員の方々、そして
家族が手を差し伸べてくれているからです。本当
にありがとうございます。いつも支えられていま
す。少しでもそのサポートに応えられるよう努力
を続けていきます。これからも自分の回復には何
が必要なのか考えながら生活していきたいと思い
ます。 
　ここまで読んでくださりありがとうございまし
た。 
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1st Stage 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

皆様初めまして。依存症のまっすー
です。栃木ダルクに繋がり入寮して
約4か月が経とうとしています。 
ニュースレターを書きながら、僕

が入寮してきたばっかりの頃を思い
出します。僕が入寮することにな
り、施設に向かっている道中、もの
すごく不安な気持ちでいっぱいだっ
たのが今でも忘れません。 
　しかし、いざ施設に着いてみると
全員が笑顔で、そして明るく挨拶し
てくれました。その瞬間、不安や心
配なんか、吹っ飛んでいきました。
僕は今年の春までは普通に仕事をし
てました。でも、相手の顔を見て
ちゃんと挨拶をしていたかと言われ
ると、そうではなかったと思いま
す。そんな小さな出来事でも、この
施設に出会わなければ気付くことが
出来なかったと思います。今現在、
2nd stage centerでは17名での生
活をしています。 
　朝起きてくれば皆が笑顔で挨拶、
トイレや洗面台、共有で使うものな
どは先に譲ってくれたりもします。
仕事をしていた時よりも他人から優
しくされている気がします。 
　11月に入り、11月3日には佐野
のどまんなかフェスタに参加させて
もらい、やきそば販売をしました。
終わった時には足がパンパンで、凄

く疲れていましたが、やり切ったと
いう満足感でいっぱいでした。 
　そして14日にはソフトボール大
会にも参加させてもらうことが出来
ました。僕は小学校、中学校と野球
をやっていたので、このソフトボー
ル大会が楽しめたらいいなと思って
いたので良かったです。結果として
は4位でしたが、栃木ダルクの一員
として出場できたことに、とても感
謝しています。 
　年明けにはマラソン大会もあるそ
うなので、それもまた栃木ダルクと
して出場できて皆と力を合わせれば
いいかなと思っています。 
　このように思っていた以上にイベ
ントも多く、プログラムも体験型が
多く毎日が充実しているかと思いま
す。これからも明るくポジティブで
「今の自分」があるから未来の自分
に繋がるだろうと信じ日々、生活し
ていきたいです。 

　　　「今の自分 」 
                                             依存症のまっすー 
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プログラム紹介

　　　　編集後記 
　皆さんこんにちはいかがお過ごしでしょうか。 
この一年を振り返ると今年も色々大変な年でし
た。来年は良い年にしたいですね。 
　今年も大変お世話になりました。来年も栃木
DARCをよろしくお願い致します。 
　良いお年を！ 

編集　秋葉

ウィークリー・セッション 
人間関係も含めた自分の問題に向き合うためのプ
ログラムです。社会に出るにあたり、生きづらさ
の要因となっている感情面における問題点をこの
先の一週間で具体的にはどうすれば解決に近づく
かなど課題として提起し、一週間後に自己採点し
ます。他のメンバーの前で問題提起するので実行
に移した際に不正直な事はできないという意味で
も、メンバー同士問題の共有化を図れるというの
も良い点であり、自分
を変えていく為に必要
な行動を習慣付けてい
きます。 

プレジャー 
この言葉の意味が示す通り「楽しむ」という事です。月に
一度メンバーの希望を募り、季節に合わせた山登りやス
キー、スノボード、ゴルフ、カラオケ、ボーリング、映画鑑
賞、温泉、ショッピングや観光地巡りなどを行います。薬
物以外の楽しい事を経験し、社会復帰後の余暇の過ごし方
の参考にするというのが目的です。 
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施設報告 
1st(導入）13名　2sc(回復）10名　3sc(社会復帰）
22名　計45名で活動しております。 
ステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

Stage up 
・該当者なし 

Role Model 
・まっすー　メンバー～サポートへ 
・シュン　リーダーへ 

PP 
・該当者なし 
　　　　 

11月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

11月の献金・献品

7

（献金　他匿名者5名　 
（献品）匿名者7名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用できるもの　　　 
　があればよろしくお願いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない
方も少なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)では、薬
物依存症以外にも社会復帰を目
指した際に問題（高齢である・
重複障害がある）を抱えたメン
バーがゆっくりと自分なりの回
復を深めて、それぞれの社会復
帰の形を探ってもらうための場
所です。他の男性施設とは違
い、テキストを使ったプログラ
ムも少なく、ステージ毎に居場
所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活
動の中心にしています。金銭管理
や処方薬の管理、家族の再構築
など基本的な部分に時間をかけ
て丁寧に社会復帰の準備を行
なっています。 

「今の自分」 
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那珂川CF 　やまちゃん　　 

 お久しぶりです。依存症のヤマチャンで
す。那珂川に来て６カ月が過ぎて、夏の猛
暑もようやく終わり、涼しくて自分の好き
な季節になってきた今日この頃です。 
　自分は少し太っているのか血圧も高いし
糖尿病なので夏の猛暑は応えました。それ
でも施設のミーティングルームには元々エ
アコンが完備されていましたが、別棟のテ
レビ室にもエアコンを備え付けてもらい、
寝苦しかった夜も休めるようになりまし
た。 
　農業の方では、今年の米の出来はあまり
良くなかったです。暑さの為、藻が大量発
生し苗がやられてしまい、農業の難しさを
痛感しました。自分も農業の倅ですが、実
家では子供のころから親父とお袋が農業を
やりながら自分達を食べさせてくれたこと
に頭が下がります。本当に５１歳になっ
て、ツクヅク自分は情けないと想い暮らし
ています。 
　今回でニュースレターを書くのは７回目
位ですが、書くことが嫌いなので、嫌で嫌
でしょうがないです。今年も残りわずか、
振り返れば色々あり、あまり良い年では無
かったなとも思います。 
　1度目の退寮から２回目に那須の施設に
繋がったときは、実家で親父と姉や妹に暴
言を吐いたり、暴力をしていたそうです。
自分では分からなくなっていたみたいで
す。その頃は、自分で命を絶とうと考えて
いたなと思い、今ニュースレターを書いて
います。 
　自分は現在スタッフをやらせてもらって
いますが、運転をよくすることがあって、
苦になっていません。昔はドライバーの仕
事をしていて、同じ仕事をすると薬に繋が
ると思い考えています。今は、養護施設か

老人ホームで働くこと等を考えています。
ですが、今でも覚醒剤はやらないと考えて
いない自分がいて、でも施設で仲間に支え
られて薬が止まっている状態です。自分の
力で止まっていると思って居ないので、こ
れから仕事をしたら、また同じことが始
まってしまうかもっと思います。刑務所、
精神病院、自殺と自分の弱さ、昔と全然変
わっていない自分がいて、どうしたら自分
を変えられるのかと、いつも考えていま
す。 
　11月からB型作業所が始まり、宇都宮の
石井の施設に移動して、那珂川の施設に通
う毎日です。那珂川の施設では犬のセンと
猫の世話をしていて、交換で那珂川の施設
に泊まることもあります。10月で路地茄
子の収穫も終わって、現在はハウスで春菊
を栽培・収穫等をしています。霜も降りて
毎年の寒さになっています。自分は11月
生まれなので寒い方が過ごしやすいです。 
　２ＳＣから施設移動をして7カ月が過ぎ
て、一緒に生活していた仲間が移って来
て、持病が悪化し亡くなった時にはとても
ショックでした。今でも仲間の話をしま
す。２ＳＣの時もスタッフをやっていてそ
の仲間には一から色々なことを教えてく
れって可愛がってもらったので、お墓参り
に行きたいです。自分は昔から助けてくれ
た人の墓参りが出来ていないので、お礼参
りをしたいです。 
　最後になりますが、これからどんどん寒
くなってきますので風邪を引かないで頑
張って行きたいです。お付き合いありがと
うございました。 
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　みなさんこんにちは、ギャンブル・
薬物依存のショッちゃんです。自分は
今、43歳で初めてダルクに繋がったの
が今から20年前の事でして長野県にあ
るダルクでした。その時は、ギャンブ
ルはそこまでだったのですが、薬物は
止まらず、特にシンナー、覚醒剤から
くる処方にもハマってました。 
　覚醒剤はタマポンで、シンナーは毎
日でした。長野の施設に繋がった時
は、シンナー、覚醒剤は切れたのです
が、処方はどうしようもなかったで
す。その頃の施設は、スーパークリー
ンを目標にしていたのですがある時施
設長が処方も全部トイレに捨てて来い
と言われ捨てました。その後処方無し
の生活が始まったのですが駄目だっ
た。 
　妄想が入ったり、勘繰りがあった
り、とにかく生きているのが嫌になっ
て精神病院に入院しました。覚醒剤か
らの精神病でどうしても飲まなければ
いけない処方はこの20年間で今も飲み
続けています。処方でよれたりODもし
ばしばあってそれなしでは生きていけ
ない、それこそシラフで生活すること
はありえないと、今でも思っている。
どうか処方だけは！と思いながら処方
が何かのきっかけで飲めなくなったら
怖い。またトラウマで苦しい思いだっ
たり、先行き不安で笑えない日々が、
処方にハマるって、こんなに難しい問
題なのかと自分なりに苦しんでいま
す。先行く仲間が処方を切ったと言っ
ていて、心からスゲー！と思いまし

た。それこそうらやましいとも感じま
した。シンナー大麻、覚醒剤より切る
のは難しいと思っています。 
　だからシラフで生きていくのはもう
無理だ、せめて処方だけは、これから
一生飲んで上手に付き合っていこうと
思っています。 
　仲間にも「処方無理して切ることな
いよ」と言われて少し心が安心しまし
た。クスリの話は、そんな感じで次は
ギャンブル、パチンコ、スロットで
す。 
　パチンコ、スロットは、ドーパミン
がどばーっと出ます。施設にいても何
回もパチンコでスリップしてます。地
元にいた時も毎日パチンコに行って大
勝ちすればシャブを買う。負ければ
カップラーメンという生活でした。パ
チンコやりたさに、TVも7台ぐらい
買ってはハードオフに売ってしまった
り、またギャンブルで負ければ売った
り、パチンコやりたさに友人、親に暴
力ふるったり、どうしようもありませ
んでした。しまいには、道を歩いてい
る人にナイフを突きつけ「金を出
せ！」と恐喝したこともあります。こ
のクズの自分を支えてくれたのが今の
施設だったり、今は亡き父や母だった
り、今の仲間だったり。 
　これからの自分は、自分を大切に
し、仲間を信頼し、アディクトだけど
元アディクトとなる様にプログラムに
出たり、回復していければと思ってい
ます。 

2nd Stage 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「シラフで生きていく事」  
 　依存症のショッちゃん

9
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　　　今月活動予定
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　　　12月　 

2日　ダルクスタッフ研修会 

3日　ダルクスタッフ研修会 

3日　宇都宮保護観察所プログラム　野木町生涯学習課施設見学3sc 

　　　ダルクスタッフ研修会 

7日　家族教室　再乱用防止教育事業県央 

12日　宇都宮保護観察所PG 

11日　東京保護観察所プログラム 

13日　聖書勉強会 

17日　栃木県立学悠館高校講演　宇都宮保護観察所プログラム　 

　　　再乱用防止教育事業県南 

18日　岡本台病院PG 喜連川少年院プログラム 

12日　宇都宮保護観察所プログラム　再乱用防止教育事業県央 

26日　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

27日　餅つき 

28日　ダイアログカフェ 

　 


